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研究要旨（てんかん診療拠点病院における遠隔診療の役割の調査） 

てんかん診療は問診の重要度が高く，オンライン診療に適している。東北大学病院て

んかん科で D to P with D 方式にて実施した 32 例では、診断精度の向上が 23 例(72%)

で得られた。包括的精査入院を組み合わせると 5 例(16%)で診断精度の向上が上乗せさ

れた。また D to P 方式のオンラインセカンドオピニオンの 10 例では、全例で医学的，

心理社会的あるいは福祉的な新しい提案を提示できた。オンライン診療は新型コロナウ

イルス感染症の時代のみならず、地域医療較差の是正や、専門的てんかん診断の普及に

とって、今後、不可欠な診療手段になると考える。 

 
Ａ.研究目的  

 てんかんの有病率は高く全国に広く分布して

いるが、専門医の数は限られており、その多くは

都市部に偏在している。てんかんは多くの医師が

安易に診療し、患者もまた専門的医療の存在を知

らずに人生を送っていることが多い。発作や治療

の副作用、生活へのさまざまな悩みをもつ患者を、

いかに早く専門医に紹介していくかは喫緊の課

題である。 

 日本における遠隔医療は、これに関する法律や

制度が厳しく、欧米諸国や発展途上国に比べても

著しく遅れている。東北大学病院では 2011 年の

東日本大震災を機に、被災地支援のための遠隔て

んかん診療をいち早く実施していた。2020 年から

の新型コロナウイルス蔓延によって注目されは

じめた遠隔診療だが、東北大学病院でのこれまで

の約 10 年の経験は基調である。そこで本研究で

は、てんかん診療拠点病院における遠隔診療の役

割を調査することを目的とした。 

 

Ｂ.研究方法 

東北大学病院にて遠隔てんかん医療の実施状

況について調査した。D to P with D方式では 2012

年より 50 例以上を実施し、その成果を論文とし

て発表した。さらに、オンラインセカンドオピニ

オン外来（自由診療）も開始している。新型コロ

ナウイルス蔓延により、初診オンライン診療は時

限的に許可されたが、コロナ禍後にもオンライン

初診が可能になるよう、利点と問題点を整理した。 

 (倫理面への配慮) 

本研究では、ヘルシンキ宣言および「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守し、

すでに蓄積されたデータや、研究対象者のプライ

バシーが特定されず、不利益も被る蓋然性が低い

データを扱った。  

 

Ｃ.研究結果 

東北大学病院てんかん科で D to P with D 方式

にて実施した 32 例では、診断精度の向上が 23 例

(72%)で得られた。包括的精査入院を組み合わせ

ると 5例(16%)で診断精度の向上が上乗せされた。

また D to P 方式のオンラインセカンドオピニオ
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ンの 10 例では、全例で医学的，心理社会的ある

いは福祉的な新しい提案を提示できた。 

 

Ｄ.考察 

てんかん診療は問診の重要度が高く，オンライ

ン診療に適している。新型コロナウイルス蔓延に

より、初診オンライン診療は時限的に許可された

が、コロナ禍後にもオンライン初診が可能になる

よう法律や制度の改正が望まれる。 

 

Ｅ.結論 

てんかん診療は問診の重要度が高く，オンライ

ン診療に適している。 

 

Ｆ.健康危険情報 

該当なし。 
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